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降
、
急
激
な
世
代
交
代
の
中
、

培
っ
て
き
た
技
術
や
知
恵

で
次
世
代
を
育
て
て
い
る
。

２
０
１
２
年
の
新
賃
金
制
度

導
入
後
、
多
く
の
組
合
員
が

主
務
職
に
つ
い
て
い
る
。
組

織
拡
大
は
喫
緊
の
課
題
だ

が
、
こ
の
一
年
の
拡
大
は
昨

年
と
比
べ
る
と
少
な
い
。
第

31
回
定
期
大
会
ま
で
に
一
人

で
も
多
く
の
拡
大
を
図
り
た

い
。
国
労
の
原
点
は
班
・
分

会
で
動
く
こ
と
で
あ
り
、
活

性
化
を
求
め
た
い
。
再
雇
用

制
度
の
見
直
し
交
渉
が
今
後

行
わ
れ
る
。
意
見
を
出
し
て

ほ
し
い
」
と
挨
拶
を
し
ま
し

た
。

　

武
田
組
織
部
長
か
ら
、
①

全
体
的
な
状
況
「
Ｊ
Ｒ
で
発

生
し
て
い
る
事
故
の
多
発
の

現
状
」「
委
託
外
注
化
の
実

態
お
よ
び
委
託
会
社
の
組
織

化
に
向
け
て
」、
②
和
解
後

の
変
化
に
つ
い
て
「
昇
進
試

験
（
主
任
職
・
主
務
職
・
助

役
職
・
技
術
専
任
職
）
の
合

格
」「
新
規
採
用
者
の
対
応

（
組
合
加
入
・
未
加
入
の
自

由
、
試
験
な
ど
で
差
別
し
な

い
と
明
言
）（
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
採
用
を
中
心
に
未
加
入
者

の
増
加
）（
新
入
社
員
の
10

年
連
続
国
労
加
入
）（
研
修

中
の
未
加
入
の
拡
大
）、
③

会
社
や
他
労
組
の
状
況
に
つ

い
て
、
④
主
務
職
・
助
役
技

術
専
任
職
の
立
ち
位
置
に
つ

い
て
提
起
を
行
っ
た
後
に
全

体
交
流
に
入
り
ま
し
た
。

ゼ
ロ
法
案
等
に
つ
い
て
国
会

で
審
議
さ
れ
る
。
労
働
者
を

保
護
す
る
制
度
が
必
要
で
あ

る
。
社
会
的
運
動
と
し
て
繋

げ
て
い
き
た
い
。
解
雇
の
金

銭
解
決
や
、
有
期
契
約
労
働

者
の
不
合
理
な
格
差
を
禁
じ

る
労
契
法
20
条
関
連
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
も
報
告
を
頂

き
、
身
の
あ
る
会
議
と
し
た

い
」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
旬
法
法
律
事
務
所

の
鴨
田
哲
郎
弁
護
士
か
ら「
解

雇
の
金
銭
解
決
」
に
関
す
る

　

全
体
交
流
で
は
地
方
ご
と

の
参
加
者
紹
介
か
ら
始
ま

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基

づ
い
て
「
主
務
職
の
受
験
と

発
令
さ
れ
て
か
ら
の
不
安
」

「
助
役
職
へ
の
発
令
状
況
と

研
修
に
つ
い
て
」「
業
務
内

容
と
特
徴
的
な
状
況
に
つ
い

て
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見

が
出
さ
れ
、
議
論
を
行
い
ま

し
た
。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
、
７

月
９
日
に
さ
い
た
ま
市
・
大

宮
に
お
い
て
、
主
務
職
・
助

役
職
等
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

会
議
は
伊
藤
業
務
部
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
菊
池

委
員
長
は
「
一
括
和
解
以

　

国
労
東
日
本
本
部
は
、
主
務
職
・
助
役
職
等
交
流
会
を
開
催
し
、「
発
令
さ
れ
て
か

ら
の
不
安
」「
研
修
と
業
務
内
容
に
つ
い
て
」
等
、
各
地
方
の
特
情
な
ど
を
踏
ま
え
な

が
ら
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
組
合
員
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
て
、
会
社
に
対
し
て
公
平
・
公
正
な
人
事
運
用
を
求
め
ま
す
。

　

今
号
は
、
①
主
務
職
・
助
役
職
等
交
流
会
、
②
拡
大
弁
護
団
会
議
、
③
「
エ
ル
ダ
ー

社
員
の
業
務
範
囲
の
拡
大
と
労
働
条
件
の
一
部
変
更
」
の
解
明
交
渉
、
④
新
潟
地
本

組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会
の
報
告
と
し
ま
す
。

　

７
月
15
日
、
東
京
・
新
橋

に
お
い
て
、
国
労
東
日
本
本

部
拡
大
弁
護
団
会
議
を
開
催

し
、安
倍
首
相
が
進
め
る
「
働

き
方
改
革
」
の
問
題
点
に
つ

い
て
、
弁
護
士
と
組
合
と
の

意
見
交
換
を
図
り
ま
し
た
。

　

会
議
は
渡
辺
法
対
部
長
の

司
会
で
は
じ
ま
り
、
菊
池
委

員
長
は
「
社
会
的
問
題
・
Ｊ

Ｒ
内
部
で
の
問
題
を
運
動
と

し
て
進
め
、
議
員
団
と
連
携

し
て
い
き
た
い
。
働
き
方
改

革
・
裁
量
労
働
制
・
残
業
代

問
題
点
の
報
告
、
佐
藤
書
記

長
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の

36
協
定
」
に
つ
い
て
の
報
告
、

宮
﨑
副
委
員
長
か
ら
「
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
業
務
委
託
問
題
」

の
報
告
、
東
京
地
本
・
恒
本

法
対
部
長
か
ら
「
組
織
拡
大

の
取
り
組
み
」
の
報
告
、
最

後
に
国
労
弁
護
団
の
宮
里
邦

雄
弁
護
士
か
ら
「
労
契
法
第

20
条
長
澤
運
輸
事
件
」
に
つ

い
て
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
「
働
き
方
改

革
」
と
称
し
て
労
働
基
準
法

の
改
悪
を
推
し
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
解
雇
の
金
銭
解

決
」
や
「
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
」

な
ど
は
全
て
の
労
働
者
に
犠

牲
を
強
い
る
重
要
な
問
題
で

す
。
今
後
、
国
労
と
し
て
、

労
働
法
制
改
悪
反
対
の
闘
い

に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
を
意

思
統
一
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
佐
藤
書
記
長
が
、

「
国
労
組
合
員
か
ら
多
く
の

主
務
職
・
助
役
な
ど
の
合
格

者
が
出
て
い
る
。
一
括
和
解

の
成
果
を
確
認
し
た
い
。
一

方
、
国
鉄
時
代
の
国
労
組
合

員
が
試
験
を
受
け
て
い
な

い
。
東
日
本
本
部
と
し
て
受

験
体
制
を
確
立
し
て
い
く
。

ま
た
来
年
も
交
流
会
を
開
催

し
て
い
く
が
、
地
方
で
も
交

流
す
る
場
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
通
年
闘
争
と
し
て
『
労

働
条
件
改
訂
闘
争
』
を
取
り

組
み
、
会
社
に
対
し
て
、
公

平
・
公
正
な
人
事
運
用
を
求

め
て
い
る
。
国
労
が
職
場
の

中
で
若
い
世
代
に
示
し
て
ほ

し
い
。
東
日
本
本
部
に
対
す

る
要
望
に
つ
い
て
は
、
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
て
い
く
」

と
ま
と
め
ま
し
た
。
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新
潟
地
本
は
、
６
月
24
日
に

組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会
を
地

本
事
務
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

東
日
本
本
部
か
ら
は
武
田
組
織

部
長
と
彦
田
青
年
部
長
が
出
席

し
、
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
議
は
藤
井
執
行
委
員
の
司

会
で
始
ま
り
、
斉
藤
委
員
長
か

ら
「
国
労
全
体
が
高
齢
化
す
る

中
、
各
地
方
で
組
織
拡
大
が
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
新
潟
地
本

で
は
拡
大
が
な
い
が
、
拡
大
に

向
け
様
々
な
闘
い
を
作
り
上
げ

て
き
た
。
エ
ル
ダ
ー
職
場
の
問

題
や
労
働
条
件
な
ど
身
近
な
問

題
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
。
皆

で
話
し
合
う
機
会
を
多
く
作

り
、
丁
寧
に
取
り
組
み
広
範
に

進
め
て
い
く
こ
と
。
本
日
の
会

議
を
通
じ
て
全
体
に
運
動
が
広

が
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
本
部
・
武
田
組
織
部

長
か
ら
「
大
会
以
降
の
加
入
に

つ
い
て
は
、
各
分
会
組
織
全
体

が
体
制
を
作
り
、
少
し
づ
つ
動

き
始
め
る
こ
と
で
拡
大
に
結
び

つ
い
た
。
６
月
に
青
年
労
働
者

が
国
労
加
入
。
未
加
入
だ
っ
た

の
で
組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会

に
参
加
さ
せ
て
加
入
を
訴
え

た
。
集
会
に
参
加
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
。
一
括
和
解
以
降
、
加

入
が
続
い
て
い
る
郡
山
駅
分
会

で
は
組
合
説
明
会
や
国
労
中
心

で
新
採
者
の
歓
迎
会
を
開
催
し

て
い
る
。
一
人
で
は
な
く
複
数

に
話
を
し
、
年
を
重
ね
て
継
続

す
る
こ
と
で
や
れ
る
こ
と
が
広

が
っ
て
い
く
。一
括
和
解
以
降
、

状
況
が
変
化
し
て
い
る
。
職
場

で
は
国
労
が
信
頼
さ
れ
、
現
場

で
国
労
組
合
員
の
姿
を
見
て
加

入
を
決
意
す
る
。
貨
物
会
社
の

採
用
者
の
拡
大
へ
向
け
、
全
分

会
オ
ル
グ
を
実
施
。
機
関
紙
を

配
付
し
、
労
働
法
制
な
ど
に
つ

い
て
知
ら
せ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
」
と
報
告
を
受
け
、
続
い

て
彦
田
青
年
部
長
か
ら
も
青
年

部
に
お
け
る
組
織
拡
大
の
取
組

み
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
清
野
組
織
部
長
か

ら
提
起
が
さ
れ
、
地

本
と
し
て
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
全

体
の
フ
リ
ー
討
議
で

職
場
の
実
態
や
拡
大

の
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
「
職
場
の
若
い
人

は
研
修
な
ど
の
資
料

い
る
が
拡
大
に
繋
が
っ
て
い
な

い
。
駅
配
属
後
２
年
で
車
掌
に

な
り
転
勤
し
て
い
く
が
、
そ
の

後
も
取
り
組
み
を
継
続
で
き
る

よ
う
分
会
間
の
連
携
を
密
に
す

る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
さ
れ
た
報
告
・
意
見
か
ら

全
体
の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
新
潟
地
本
で
は
、
こ
の

集
会
を
契
機
に
組
織
拡
大
行
動

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
、
運
動
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め

て
い
く
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

全
体
で
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

交
流
集
会
終
了
後
は
、
懇
親

会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
お
互
い

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
地
本
発
）

を
自
分
の
時
間
で
作
成
し
て

い
る
。
不
正
を
や
め
さ
せ
る
取

り
組
み
を
。
分
会
活
動
は
重
要

で
あ
り
、
歓
迎
会
な
ど
、
皆
で

共
有
し
て
集
ま
れ
る
行
動
を
取

り
組
む
」「
職
場
で
は
国
労
を

知
ら
な
い
青
年
が
多
い
。
宣
伝

の
強
化
を
」「
職
場
は
平
成
採

用
者
が
多
く
な
っ
た
。
若
手
は

研
修
が
多
く
、
穴
埋
め
を
50
歳

代
の
社
員
が
行
い
、
不
満
が
増

大
し
て
い
る
」「
職
場
で
新
採

者
の
組
合
説
明
会
を
や
っ
て
い

る
。
昨
年
は
各
労
組
と
合
同
で

開
催
し
た
が
今
年
は
日
程
が
合

わ
ず
、
国
労
独
自
で
説
明
会
を

開
催
し
た
」「
職
場
に
２
名
配

属
さ
れ
た
が
、
若
い
人
と
話
す

機
会
が
無
く
難
し
い
。
青
年
の

横
の
繋
が
り
は
強
く
、
情
報
を

共
有
し
て
い
る
」

「
分
会
で
拡
大
へ

の
取
り
組
み
を
議

論
し
て
い
る
。
国

労
は
信
頼
さ
れ
て

①
会
社
に
お
け
る
業
務
範
囲
の

　

拡
大

《
就
業
形
態
》

【
現
行
】
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の

原
則
出
向
。
な
お
人
材
育
成
や

技
術
継
承
を
目
的
と
し
て
Ｊ
Ｒ

東
日
本
勤
務
も
あ
る
。

【
改
正
】
原
則
出
向
を
維
持
し

つ
つ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
会
社

に
お
け
る
業
務
運
営
や
人
材
育

成
。
技
術
継
承
に
生
か
す
。

 

②
労
働
条
件
の
一
部
変
更

《
転
勤
等
》

【
現
行
】
業
務
上
必
要
の
あ
る

場
合
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
に
転
勤

な
ど
を
命
ず
る
。

【
改
正
】
必
要
の
あ
る
場
合
、

エ
ル
ダ
ー
社
員
に
転
勤
な
ど

を
命
ず
る
が
、
業
務
量
の
変
化

へ
の
対
応
、
業
務
に
必
要
な
資

格
の
喪
失
や
私
傷
病
な
ど
業
務

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
へ
の
対

応
。ま
た
、転
勤
な
ど
に
あ
た
っ

て
は
通
勤
事
情
を
考
慮
。

《
勤
務
》

【
現
行
】
特
に
定
め
る
場
合
を

除
き
、
就
業
規
則
第
７
章
勤
務

を
準
用
す
る
。（
乗
務
員
お
よ

び
自
動
車
乗
務
員
の
各
勤
務
並

び
に
保
存
休
暇
に
関
す
る
規
定

を
除
く
）

【
改
正
】
会
社
に
お
い
て
勤
務

す
る
エ
ル
ダ
ー
社
員
は
、
社
員

と
同
様
の
勤
務
種
別
を
適
用
。

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
勤
務
は
新
規
適

用
を
取
り
や
め
る
。
ま
た
、
現

在
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
勤
務
を
適
用

し
て
い
る
社
員
は
、
雇
用
契
約

の
終
了
ま
で
継
続
。

《
育
児
・
介
護
勤
務
》

【
現
行
】
育
児
・
介
護
勤
務
Ａ
・

Ｂ
と
も
適
用
。

【
改
正
】
現
状
を
維
持
し
つ
つ
、

育
児
・
介
護
勤
務
Ｂ
（
短
日
数
）

は
取
得
事
由
を
問
わ
な
い
「
単

日
数
勤
務
」
と
す
る
。

●
業
務
拡
大
に
伴
い
、
管
理
業

務
や
特
別
の
責
任
を
必
要
と
す

る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
あ

る
た
め
手
当
を
支
給
す
る
。
ま

た
、
出
向
先
に
お
い
て
も
同
様

と
認
め
ら
れ
る
業
務
に
従
事
す

る
場
合
は
、
出
向
中
の
エ
ル

ダ
ー
社
員
に
も
支
給
す
る
。

《
職
務
手
当
》

賃
金
規
程
第
64
条
の
規
定
を
準

用
「
マ
イ
ス
タ
ー
指
定
＝
４
万

円
（
月
額
）・
管
理
業
務
＝

３
万
円
（
月
額
）・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
指
定
＝
２
万
円
（
月
額
）・

特
に
認
め
る
も
の
＝
４
万
円

（
月
額
）」

《
技
能
手
当
》

賃
金
規
程
65
条
の
規
定
を
準
用

《
行
先
地
手
当
》

賃
金
規
程
11
章
３
を
準
用

《
精
勤
手
当
》

【
現
行
】
支
給
額
＝
※
基
準
定

額
単
価
×
調
査
期
間
の
契
約
月

数
×（
１-

期
間
率
±
成
績
率
）

※
基
準
定
額
単
価
＝
２
万
５
千

円
（
ハ
ー
フ
１
万
５
千
円
）

【
改
正
】
支
給
額
＝
※
基
準
額

×
（
１-

期
間
率
±
成
績
率
）

※
基
準
額
＝
基
本
賃
金
月
額
×

支
給
月
数

（
詳
細
は
、
国
労
東
日
本
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
№
89
を
参
照
）

　

６
月
９
日
に
会
社
よ
り
「
エ

ル
ダ
ー
社
員
の
業
務
範
囲
の
拡

大
と
労
働
条
件
の
一
部
変
更
」

の
提
案
を
受
け
て
、
７
月
14
日

に
解
明
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
24
日
に
は
本
社

に
対
し
て
「
エ
ル
ダ
ー
制
度
で

の
社
員
の
不
安
解
消
に
向
け
た

説
明
を
求
め
る
要
請
」
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
、
東
日
本
本
部

と
し
て
基
本
要
求
を
作
成
し
、

会
社
に
提
出
し
て
い
き
ま
す
。


